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研究成果の概要（和文）：本研究では，サイエンスミュージアムにおけるオープンデータの情報共有・配信基盤
の構築と，これらを活用したアプリケーションの開発およびその実践的活用を実施した．
システムの構築およびコンテンツ開発にあたってはデータの２次利用を念頭に入れ，また実際の作業には学芸員
の意見を取り入れ，屋外での星空観察会等においてシステムおよびコンテンツの有効性を評価した．

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed the information sharing and distribution 
infrastructure of open data in the science museum, and developed and practical application of 
applications utilizing them.
In constructing the system and developing the contents, we considered the secondary use of the data,
 in addition to taking the opinion of the curator in the actual work, evaluated the effectiveness of
 the system and contents in the outdoor starry sky observation events.

研究分野： メディア情報学

キーワード： ミュージアム　オープンデータ　天文学習

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
科学館をはじめとするサイエンスミュー

ジアムにおけるＩＴ活用が目覚ましい．一方
でこれらのミュージアムで展示される情報
は，世界中の研究機関との共同により生成さ
れた宇宙や地球規模の情報を 2次利用してい
るにもかかわらず，それらを活用したコンテ
ンツや教材は個々のミュージアムが独自に
製作している現状がある．インターネットが
普及した現代において，ミュージアム同士の
相互連携を困難にしている要因の一つとし
て，ミュージアムの運営が個別の自治体によ
って担われている点を指摘する． 
他方，行政の信頼性向上や，国民参加・官

民協働の推進，経済活性化や行政の効率化の
観点から，公共性の高い情報を 2 次利用が可
能な形式で提供することを目的としたオー
プンデータの推進が叫ばれている．オープン
データの取り組みは国内では 2012 年末に始
まったばかりの状況であり，国内の都道府県
を含む 1800 弱の自治体のうち，公式にオー
プンデータを推進している自治体はわずか
60 自治体に満たない（2014 年 11 月現在）．
また公開情報の多くは行政がこれまで蓄積
してきた統計情報などの行政関連情報が中
心であり，科学館や博物館，水族館など市民
との接点が多いミュージアムの自治体出先
機関でのオープンデータ推進および活用は，
ほぼ皆無といってよい．人口減少が危ぶまれ
る日本の将来において，オープンデータ推進
とその普及のためには，行政情報のみならず
教育や生涯学習の場であるミュージアムな
ど市民生活に直接関わる様々な場面でのオ
ープンデータの利活用が重要であると考え
る． 
 
２．研究の目的 
先の背景により本研究では以下の３点を

具体的な研究目標として実施する． 
 

(1) ミュージアムに特化したオープンデータ
推進プラットフォームの構築 
 
従来のオープンデータ推進は主に行政情

報の公開を主体とした取り組みである．一方
で行政が管轄するミュージアムなどの出先
機関におけるオープンデータの利活用は市
民との接点も多い．このため，比較的古くか
ら情報の共有や 2次利用の文化が進んでいる
科学館などのサイエンスミュージアムを具
体的な適用分野として，オープンデータ推進
プラットフォームを構築し活用することで，
既存のデジタルミュージアム資源の再利用
可能性や今後のアプリケーション開発のあ
るべき手法を明らかにする．  
 
(2) オープンデータの活用による産官学民の
協働によるミュージアム向けオンラインア
プリケーションの開発 
 

 (1)により開発したプラットフォームを活
用し，サイエンスミュージアム分野における
オープンデータを活用したコンテンツであ
るオープンデータアプリを開発する．開発に
あたってはミュージアムを所管する行政機
関との連携や天文クラブなどの市民団体，大
学などの学術研究機関や 2次利用によって利
益を得る産業界との連携により，新たなコン
テンツ開発の可能性を明らかにする． 
 
(3) 開発プラットフォームおよびアプリケー
ションを活用したシステム評価と普及推進 
 
 (1)および(2)によって設計・開発されたプラ
ットフォームとアプリケーションがミュー
ジアムやそのオンラインサービスにおいて
どのように利活用され，ミュージアムとその
来館者の双方にどのような利益をもたらす
かを明らかにすることで，技術的・社会的側
面からの評価をまとめる． 
 
３．研究の方法 
研究目的を確実に達成するため，具体的な

計画として 
・オープンデータ情報基盤に関する現状調

査と試作開発 
・ミュージアム活用を踏まえた情報基盤の

完成とアプリケーション開発 
・開発システム・コンテンツを用いた実証

試験の実施と評価 
とそれぞれ定め実施する． 
初年度となる平成 27 年度には，それまで

の国内外におけるオープンデータ推進状況，
とくに科学館をはじめとするサイエンスミ
ュージアムでの推進・活用事例について調査
し，構築情報基盤の仕様策定と試作開発を実
施する．平成 28 年度には試作システムの完
成を具体的なアプリケーション開発や既存
サービスとの連携調整と並行しつつ実施す
る．最終年度となる平成 29 年度には開発シ
ステムおよびアプリケーションを用いた実
証試験を，名古屋市科学館やウェブ上で実施
することでその有効性を評価する． 
 
４．研究成果 
 以上より，本研究にて実施した各プロジェ
クトのうち，以下の成果について報告する． 
 
A. オープンデータ画像の解析による星空観

測の適時情報通知システムの開発 
B. 名古屋市科学館画像オープンデータ配信

基盤の試作と活用 
C. サイエンスミュージアムとの連携による

地域での星空イベント開催と実証 
 
 
 
 
 
 



A. オープンデータ画像の解析による星空観
測の適時情報通知システムの開発 

----------------------------------------------------------- 
《概要》 
フィールド：名古屋市科学館 
内容：名古屋市科学館がオープンデータとし
て公開する 360 度カメラ画像と人工知能技術
を活用した星空予報通知システムの開発 
実証内容：サイエンスミュージアムが公開す
る定点カメラ画像の活用，機械学習による星
空カメラの解析と星空予測システム，予測結
果のネットワーク配信技術の確立，開発シス
テムのアンケート評価 
----------------------------------------------------------- 
 
名古屋市科学館では市街地における星空

の変化を記録するために星空ライブカメラ
を運用している．このカメラで撮影された写
真データは一般に公開されており，科学館の
ホームページで誰でもアクセスすることが
できる．しかし当カメラで記録された星空の
記録の分析や活用は，今まで行われていない．
天文教育においてライブカメラを利用した
ツールは今までになくライブカメラのリア
ルタイム性を活かしたシステムが学習者に
とって有益な可能性がある．本研究ではライ
ブカメラで撮影された星空の状態をリアル
タイムで分析し，星がよく見えるタイミング
にメール通知を行い利用者に対して天体観
測を促す実験を行った． 
本通知システム（図１）では名古屋市科学

館が運用する星空ライブカメラを利用する．
このカメラは魚眼レンズを使用しており 
360 度上空の状態を撮影することが可能で
ある．撮影された画像は機械学習法である 
SVM によって得られた識別器によって雲の
有無を判断し，その後統計的に星空の暗さを
判断する。機械学習においては２値分類を行
うために約 3000 枚ほどの上空写真を雲の
有無によってラベル付を行った．この分析に
よって雲の有無と空の暗さが分かり，これら
の条件から星が見えやすいと判断された時
に１日に１回利用者に対してメール送信を
行う． 
 

図１：開発システム概要 
 
 
 
 
 
 
 

 

図２：分析結果提示画面 
 
本研究では実際に被験者にメールにて星

空の状態を通知して実験を行った（図２）． 
アンケート結果より，リアルタイムな星空

の通知はユーザーに対して星に対する興
味・関心を向上させることができたが、シス
テムに対する改善点も多く見つかった。今後
は星空の情報の付加、メール以外の手段を用
いた通知手法の採用などを行いより効果的
な手法を探る予定である。 
 
B. 名古屋市科学館画像オープンデータ配信

基盤の試作と活用 
----------------------------------------------------------- 
《概要》 
フィールド：名古屋市科学館など 
内容：名古屋市科学館が公開するプラネタリ
ム映像やデジタルコンテンツ等の画像の 2 次
利用に向けたプラットフォーム構築 
実証内容：名古屋市科学館が公開する画像オ
ープンデータ活用施策の考案，オープンデー
タ画像投稿サイトの設計試作 
----------------------------------------------------------- 
 
 名古屋市科学館は全国のミュージアムの
中で初めてオープンデータを公開したこと
で知られており，データの種類についても，
学芸員がデザインしたスライド資料や天体
データ，写真データ，ライブカメラ画像デー
タなど多岐にわたる． 
 これらの情報のうち，写真に関するオープ
ンデータについては，A で述べたライブカメ
ラ画像のほか，科学館学芸員が直接選定した
高解像度画像などがある．これらの写真はオ
ープンデータ化することにより，メディアな
どでの掲載対応の手続きが軽減されるほか，
2 次利用が容易になったことで，より多くの
市民の目に触れる機会を創出できたと考え
られる．一方で，これらの写真データを効果
的に配信するためのシステム構築にあたっ
ては，課題も多く様々な工夫が求められる．
具体的には，写真掲載手順の簡素化や，写真
データを格納するための大容量ストレージ
の確保，2 次利用を容易にする API 開発，と
いった点が挙げられる． 
 そこで本研究では，名古屋市科学館との共
同により，オープンデータによる写真配信の
ためのコンテンツマネジメントシステム（以
下 CMS）の活用と，写真投稿サイトの試作開
発を実施した（図３）． 



 当システムは，一般にウェブログと呼ばれ
る Wordpress システムをカスタマイズして構
築されている．以下に特徴を列挙する． 
 
・高解像度，大容量の画像が多数格納できる

ストレージシステム（No Quota, 40TBHDD, 
ZFS ファイルシステム） 

・PC のほか，スマートフォンやタブレット
端末からも写真投稿が可能なインタフェ
ースの実装（投稿画像は承認制により公
開） 

・API 機能により，外部サイトからの画像の
2 次利用が可能 

 
 なお，本試作サイトには，名古屋市科学館
ホームページにて公開する写真の中から，オ
ープンデータとして公開する写真を「CCBY
名古屋市科学館」としてミラー化を実施した．
登録画像数は以下，合計 36 件である． 
・名古屋市科学館建物：13 件 
・プラネタリウム映像：15 件 
・日食関連：4 件 
・プラネタリウム施設：3 件 
・科学館施設関連：1 件 

 このほか，現在までに 400 枚を超える写真
オープンデータを掲載中である． 

図３：写真オープンデータサイト 
 
C. サイエンスミュージアムとの連携による

地域での星空イベント開催と実証 
----------------------------------------------------------- 
《概要》 
フィールド：長野県須坂市 
内容：開発システム・コンテンツを活用した
地域におけるイベント開催と活用実証 
実証内容：サイエンスミュージアムとの連携
によるコンテンツ開発，開発システムを活用
した星空イベントの計画と実施 
----------------------------------------------------------- 
 
 これまでサイエンスミュージアム内およ
び科学館ホームページなどで実施してきた
各種のシステム・コンテンツ開発の成果を，
屋外の星空観察会等の場において活用した． 
 フィールドとしては，長野県須坂市内の地
域公民館および，同市峰の原高原等にて実施
した（図４）． 
 
 

図４：観察会の風景 

 
具体的なイベント内容は以下の通り． 

 
〇1 回目：満点の星空と流れ星 
・メインイベント：ペルセウス座流星群 
・天文学習教材：星座図鑑（図５），国際宇
宙ステーション予報，衛星情報システム，
望遠鏡，その他市販アプリケーション 

〇2 回目：中秋の名月とお月見だんご 
・メインイベント：中秋の名月 
・天文学習教材：月に関するお話（科学館
ホームページより），月をかんじよう（図
６），星座図鑑，手作り望遠鏡，その他市
販アプリケーション 

〇3 回目：秋の星空散歩 
・メインイベント：星空観望 
・天文学習教材：簡易型 VR プラネタリウ
ム，月をかんじよう，星座図鑑，望遠鏡，
その他市販アプリケーション 

 
 
 
 
 
 
 

図５：Web「星座図鑑」の活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６：「月を感じよう」アプリの活用 
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